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プロジェクト名称 

空き家改修プロジェクト 
 

プロジェクト活動概要 

 
２０１１年３⽉１１⽇。東⽇本⼤震災で⽇本全体が⼤打撃を受けました。その際、地⽅コミュニティの
希薄さが顕在化し、解決策の⼀つとして、「みんなの家」がつくられ地域コミュニティの⼀躍をかうこと
となりました。 
これは東北だけでなく、今後の⽇本ではどこにでも起こりうる事態であると考えました。そこで、今回
のプロジェクトでは、トラフ南海地震のおそれのある中部地⽅に⽬を向け、⼤地震が起こる前にコミュ
ニティを事前に形成するのを⽬的とする「事前みんなの家」を、同時進⾏する別の問題である「空き家
問題」と関連させて解決していくための「空き家改修プロジェクト」を実施します。

 
活動状況報告＆活動写真など   活動期間：2015 年 1 月 1 日 ～ 3 月 31 日 

 
夏に改修した空き家をどう利⽤していくのか、1 ⽉ 30 ⽇に東伊⾖町の空き家利活⽤推進委員会と検討し
ました。⼩学⽣の塾（宿題を地域の⼈に習う）などのアイデアがあり、それに向けて現地で調整しても
らっています。また、空き家利活⽤推進委員会の⽅々約 30 名の前で、夏の活動報告を⾏い、交流を深め
ました。 
次年度も東伊⾖町の空き家改修を⾏うくべく、空き家の調査や改修可能な空き家を借りる準備も進めま
した。 
フィールド以外での活動としては、みたかまちづくりビジネスコンペにて空き家改修モデルの発表を⾏
い⼊選しました。 
次年度に向けて、メンバーの募集を⾏っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真：次年度候補空き家 
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今後の活動計画、⽬標、意気込みなど 

 
東伊⾖町での活動を引き続き⾏うとともに、今年度改修した空き家の利活⽤についても検討していきま
す。また、今年度の活動をきっかけに、神奈川県相模原や徳島県那賀町の空き家についてもオファーを
頂いており、現在個⼈的に関わっています。来年度は学⽣プロジェクトと連携させながら 3 つの空き家
について考えていきたいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 


